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要旨（10.5ポイント・MS明朝・要旨タイトル太字） 

 要旨（Abstract）は「論文」と「研究ノート」カテゴリで投稿する場合、ご記載ください。要旨

（Abstract）の分量は、本文が和文の場合は日本語 400 字以内、英文の場合は英語 200words 以
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キーワード 全カテゴリ、必要、3～5語、10.5ポイント、太字 ／ All Categories, Necessary, 3-

5 Words, 10.5 Point, Bold 

 

1. 見出し（10.5ポイント・MS明朝・太字） 

1行 22字、1ページ 40行の 2段組みフォーマ

ットとなります。サイズは A4 判、余白は上下左

右ともに 25ｍｍで作成してください。 

本文日本語は「10.5ポイント・MS明朝」、英数字

は「10.5 point・Century」でご記載ください。 

 

1.1. 句読点について 

句読点は「、」「。」を用いてください。 

 

1.2. 図表について 

 図表には連番を付し、簡潔な見出しをつけてく

ださい。本文末尾にまとめないでください。 

図表の幅は 1段または 2段とし、両脇の余白が

できても文字を入れないでください。 

幅 2段分の図表の場合、ページの上部または下

部に入れ、本文が 1段目から 2段目へ流れやすく

なるよう整えてください。 

図表の前後には空白行を1行ずつ設けてくださ

い。 

表の表題は表の上部に、図の表題は図の下部に

記してください。以下は、図の挿入例です 1。 

 

図 1 図表の挿入例 

 

2. その他 

2.1. 本文中の参考文献引用について 

 本文における参考文献は、和文表記では（著者

名、刊行年）、英文表記では（著者名, 刊行年）の

ように表示してください。複数の参考文献を同じ

箇所に表示する場合は、「（山手、2013；垂水、2015）」

としてください。著者が 2名の場合は「関大・吹

田（2019）は…」「Michael ＆ Mike （2019）」

とし、3 名以上の場合は「関大他（2019）は…」

「Michael et al.（2019）…」としてください。同

一著者の同一刊行年の異なる文献を引用する場合

は、刊行年の後にアルファベットを付して区別し

てください。例：2006a, 2006b, … 
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2.2. 註、参考文献、謝辞について 

 註・参考文献・謝辞は本文末尾に一括して記載

してください 2。 

 参考文献は、「註」の後に著者名のアルファベッ

ト順で記載してください。 

 一文献あたり 2行以上になる場合は、1文字ぶ

ら下げインデントを設定する。 

詳細は別紙「参考文献表記について」よりご確

認ください。 

 

註 

1 図表番号の記載方法に指定はありません。和文

は「図 1」「表 1」、英文は「figure 1」「Table 1」

など、本文の語種に合わせてご記載ください。 

2 本文中での「註」の指示は、上付きの連番で示

す。また、「註」には括弧は付けないでください。 
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註番号は上付き 

一文献ごとに2行目からは1文字ぶら下げインデント 

注）日本語表記の文献、末にCentury「.」 

全ての英語表記、書名や雑誌名は斜体 


